
えんぱち「アグリ通信」 2025年3月号
vol.60

QRより申込・参加頂いた方には粗品プレゼント

勉強会へのエントリーはこちらから！→

3月勉強会 「水稲栽培の最新技術動向」
1.日時
3月25日(火)   13：30~ @三木本社
3月26日(水)   13：30~ @観音寺営業所
2.勉強会内容
水稲ドローン播種栽培の状況と課題
圧倒的な省力化、コスト低減を目指し過去2年間ドローン播種に
よる栽培体系に挑戦しました。その課題と可能性を共有します
直播・移植に対応した水稲種子処理剤
種もみに直接薬剤を塗沫処理することにより田植え後の本田で
の病害虫を防除することができる画期的な種子処理剤「バイエ
ルシードグロース」をご説明します。
高温, 乾燥などの環境ストレス対策
近年酷暑の影響により米の品質低下が問題となっています。収
穫物の品質向上、収量増に貢献できるBS資材をご紹介します

水稲直播栽培は年々増加傾向にありR4年度で全国で約3.7万ha（全水稲作付面積約
135.5万haの約2.7％）です。省力化・低コスト化に貢献可能な直播栽培を紹介します。
水稲直播栽培のメリットと課題について
「春作業の省力化（育苗・移植作業不要）が可能」水稲移植栽培の作業時間は10a当り約25
時間といわれ、育苗・移植にかかる時間が約1/4を占めます。直播栽培の導入で、育苗・移植
にかかる約8時間の作業時間を短縮することが可能に。また、育苗施設や移植機、田植え時
の苗運びも不要となるため、資材費・人件費・体力的な負担も軽減することができます。
「作業ピーク分散で効率性向上が可能」移植栽培と比較し収穫期が1-2週間程度遅れるこ
とから、直播・移植栽培を組み合わせることで作業ピークを分散し、一人当たりの経営面積
の拡大に有効です。
「直播栽培の課題」省力化、ピーク分散
などメリットがある一方、初期生育管理（
苗立ち, 雑草, 鳥害対策など）や収量と
いった様々な課題があります。
当社でも一昨年よりドローンによる播種、
除草剤散布などの体系処理を試験して
います。2025年は「バイエルシードグロ
ース」や「スマート水管理」などを試験し
農業生産現場の省力化・効率化に貢献し
ていきます。

新登場

農林水産省「水稲直
播栽培」のwebｻｲﾄ

ﾊﾞｲｴﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲｴﾝｽ「水
稲直播ﾅﾋﾞ」のwebｻｲﾄ

湛水直播：ｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ, 鉄ｺｰﾃｨﾝｸﾞについて
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病害防除剤

キャベツ、たまねぎ 
べと病 登録拡大

効果を高めるにはサーファクタ
ント30を加用ください

＋

春生えの一年生広葉雑草に効く！

ブロッコリー
（はなやさい類）
花蕾腐敗病対策に
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新登場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

※注：学科オンライン教習…新規・更新とも学科教習について、ご自宅や職場でパソコン受講
(e-Learning)ができます。 

学科オンライン教習がスタート

DJI農業用ドローン教習新発売
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喜多社長のフィロソフィ日記「7つの習慣 第1の習慣：主体的である」 2022年春からスタートした若手勉強会（通称ひよこ塾）が丸3年を迎えよ
うとしている。「アメーバ経営」について学ぶ場からスタートし、現在は「7つの習慣」について学び深め合う場となっている。尚、本来であればハードカバー
版で読むべきだろうが従業員達がとっつきやすいように「まんがでわかる7つの習慣」を社内勉強会では用いている。
先日の勉強会は「第1の習慣：主体的である」だった。「自分が変えられない「関心の輪」に集中せず自分が変えることができる「影響の輪」を意識して行動
することが大切である。勿論、主体的に行動してもすぐに望む結果になるとは限らない。人は”行動”を選択する自由はあるが、行動の”結果”を選択する自
由はない。”結果”は影響の輪に入らないからだ」という内容に改めて感銘を受けた。月例会議などで受注高〇〇、売上高△△という結果目標については
明示があるものの結果を出すための具体的な行動が設定されていないことも多くどのように伝えたらと考えていたこともあり非常に参考となった。

先日、SNSをなんとなく見ていたら林修氏と森岡毅氏の対談動画が
流れてきて、思わず見入ってしまった。二人が「関心の輪」「影響の輪」
の二つを「定数」「変数」と呼び対談していた。動かしようがないものが
「定数」（関心の輪）であり、ここをどうにかしようとするからしんどくな
る。どうにかできる「変数」（影響の輪）に目を向けないと、いつまで経っ
ても前に進めませんよ、という内容だった。どうにもできないことに意
識が向いてしまうのも、人間の性なのかもしれないが注意深く「関心
の輪」なのか「影響の輪」なのかを観察し、できること（影響の輪）に注
力していく、これが仕事や人生を好転させるポイントなのかなと思う。
現在、2025年度のMPや重点方針の策定中のタイミングだがリーダ
ー達としっかり話し合い「影響の輪」を意識した「重点方針の設定」を
行っていこうと思う。

林修氏と森岡毅氏の対談動画「日曜
日の初耳学」のYoutubeﾘﾝｸはｺﾁﾗ


